
』

淫山郷士博物館だよ;り胸勝〈』

『
函
ニ
エ
ヱ
ー
《
匡



し

’
“
・
挿
呂
居
一
圏
幸
三
呂
窟
戸
』

２
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〆一

、

』

を刊行しました。

ロエ阿宮ｐｐＯ－１７０ｅｄＪＬＥ画８０，ＯＡＴ・
叩ｐＣ

Ｎ画回目ａｎ可ﾛ唯啄Ｌｕｎ１』nｔ､

入具別一回369洞1246,8,具画･ﾊﾔｭｫ“nQQqnｸ0$mL8上Ｄ０Ｂｎｐ１Ｑｇｎ,
ゥ■ｐ由加ａａ４ｑ堂ａ■且

騨惑'W森:鯉錘Y野冊・撫劉、…，…罰'鰯■の与画ー

■９，○予定会且箕『回全ａ曽田且』●梱Ｑｑ２ｎｌＤｕＲ上Ｄ－２ＤＲ２４ｕｔｍ

ミニ企画展 ｢文様を楽しむ -染型紙の技とデ 一」ザイン

ノ

を開催しました。
堅 』

「

(文化九年)』

窪
誌
潟
尋
塑
弓
蓋
云
一
一
・
脚
詑
恥
零
驚
・
銀
』
翼
一
一

舛
興
昇
哩
口
仔
聞
的
む
ど
“
血
璽
世
翼
配
色
画
向
ろ
押
輯
時
世
国
品
と
酬
い
冨
丁
。
画
興
国
“
．
騨
斌
Ｅ
払
い
偽
興
眺
と
唇
長
じ
●
醜
Ａ
〃
”
川
、

勧
阿
刀
守
天
価
ｒ
咽
珊
向
の
ｒ
Ｔ
Ｑ
人
の
甲
楚
町
釦
石
冗
尾
酋
凹
腫
又
町
Ｍ
ｎ
槌
四
文
皿
⑥
偶
し
匿
榊
帥
例
哩
粉
リ
ヰ
ン
食
、
勘
し
片
く
瞳
亡
帥
．

令和６年１月２０日（土）から２月１２日（月）まで染型紙の

ミニ企画展を開催しました。

型紙は、着物などの生地に文様を染める際に用いる道具です。
しろこ

江戸時代には、現在の鈴鹿市にある白子などで多く生産され、

この地の商人が全国へ売り歩きました。

さまざまな文様が彫り込まれた型紙のほか、古文書なども展

示しました。

職人の手による精撒な細工に、多くの方が驚かれていました。

「

文
様
を
楽
し
む

翁
和
六
年
一
月
三
○
日
《
土
）
～
令
和
六
年
二
月
十
二
日
（
月
】

津
山
卿
士
卿
同
錘
三
画
風
承
富
の
一
陣

｢郷土の刀剣IⅡ」

Ｉ
染
型
紙
の
技
と
デ
ザ
イ
ン
ー

作画展 ｢郷土の刀剣IⅡ」

博物館で所蔵している津山藩の資料から、町を管轄していた町奉行の日記を活字化する作業を続けてい

ます。昨年度は文化９（１８１２）年の町奉行日記を活字化し、刊行しました。

文化９年の５月、宮川で洪水が発生、黒沢山あたりでは水が噴き出し山崩れが発生しています。この

他、塩魚の振り売りについてなど内容は多岐にわたります。ぜひご一読ください。郷土博物館で600円で

頒布しています。

ミニ企面罵のチラシ

ノ
企画展のようす

、

~、

』

令和６年２月１７日（±）から３月２４日（日）ま

で、「郷土の刀剣Ⅲ」を開催しました。本展覧会で

は、江戸時代初期の刀工「兼景」や中期の「細川

正義」・「多田金利」らの刀剣をはじめ、現代の津

山の刀工が打った現代刀など、津山にゆかりの刀

剣約20点を展示し、刀剣ファンの方を始め、たく

さんのお客様が見入られていました。

作画展

『津山松平藩町奉行日記三十

を開催しました。を開催しました。
Ｌ
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第１２９ 回文化財めぐり

～神代・桑下地区の文化財をめぐる～
座

○倭文ふれあい学習館～責布祢神社～大蔵池南製鉄遺跡

(岡山県指定史跡）～稲荷神社・米崩観音堂～構城跡～西

御殿跡（津山市指定史跡）～瓢箪山１号垣（津山市指定史

跡）～○倭文ふれあい学習館（参加者９名）

』

令和５年１１月１１日（土）津山市神代・桑上・桑下地
しとり

区の文化財をめぐりました。今回は吉井川の支流倭文111北
き ふ ね

岸地区をめぐるルートです。貴布祢神社Iま、境内社の奥御

前神社の「狼様」が有名で、霜月大祭には多くの参拝者で
おお

賑わい、狼の大好物の塩を御供えする風習があります。大
ぞういけ

蔵池南製鉄遺跡は、美作地域でも古い時期の製鉄遺跡で、l或池1判塁乏畝ﾕ屋剛lld､、夫ＴＦｴﾛ』坦胎Ｑ,ロロいﾛ寸呉klUﾉ表鉱渥剛ｌｑ､、 文化財めぐり風景（貴布祢神社）

調査後現地に保存されています。構城跡は、堀切や土塁に

囲まれた曲輪が残る城跡です。西御殿跡は幕末の長州征伐の際に、敗れた浜田藩が作州の飛び地に逃れ、
たづた

｢鶴田藩」を興した際の御殿R亦、その東側丘陵にあるのが、全長35ｍの前方後円墳である瓢箪山１号墳

です。当日は、肌寒い気候でしたが、往復約８１<m程の行程を無事にめぐりました。

第１３０ 回文化財めぐり回文化財め

～油木北地区の文化財をめぐる～

~、

ノ

、

忠 』

○倭文ふれあい学習館～少彦名神社～倭文神社～奥の前１

号墳（津山市指定史跡）～殿田1号墳（銅銅：津山市指

定文化財）～○倭文ふれあい学習館（参加者９名）

令和６年３月１６日（土）津山市油木北地区の文化財を
しとり

めぐりました。今回は前回に引き続き吉井川の支流倭文１１１
すぐなひこな

西岸地区をめぐるルートです。少彦名神社と倭文神社は、

隣接して立地しますが、それぞれ地域の氏神様で、前者に

は貞享４（1687）年の修理の棟札が、後者には天保１２

(1841）年に再建された棟札があり、良く似た造りの本

殿です。奥の前１号墳は、丘陵上にあるため山道を少し登瓶Ｃ,９．異(ﾉﾉ目Ｕｌ言』貝ld､、、ロー陸_ＥＩ←びりｏ/こOリLL､旦冠宮シ､Ｌﾉ豆 文化財めぐり風景（少彦名神社）

り到着しました。墳長65ｍの美作では大形の前方後円墳

で円筒埴輪がめぐります。後円部頂に長持形の石棺があり、かつて銅鏡’面、銅鍛、鉄剣、短甲などが
たてはきいたかわとじたんこう

出土しています。特に短甲は縦矧板革綴短甲で類例も少なく珍しいです。前方部にも木棺があって銅鏡

などが出土しています。なお、殿田’号墳は樹木が繁茂していて進入が困難なため行きませんでした。

当日は、気候もよく、往復約６km程の行程をめぐりました。

３

ノ



家
形
陶
棺
は
、
龍
毒
山
国
分
寺
に
伝
わ
っ
た
伝

国
分
寺
陶
棺
（
写
真
３
、
図
２
１
１
、
註
９
）
を

展
示
し
て
い
る
。
須
恵
質
で
全
長
１
６
４
ｍ
、
幅

４
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写真２復元した陶棺（勝北公民館展示）

資
料
紹
介

亀
甲
形
陶
棺
は
、
祇
園
畝
２
号
墳
（
図
１
１
１

註
２
）
の
横
穴
式
石
室
内
に
、
２
個
の
陶
棺
が
置

か
れ
た
状
態
を
復
元
し
た
ジ
オ
ラ
マ
（
写
真
１
、

陶
棺
の
内
１
基
は
一
宮
古
墳
、
註
３
）
と
３
基
の

陶
棺
（
河
面
丸
山
２
号
墳
、
同
１
２
、
註
４
、
田

は
じ
め
に

陶
棺
と
い
う
焼
物
の
棺
桶
が
あ
り
、
当
館
の
１

階
古
墳
時
代
の
コ
ー
ナ
ー
半
分
以
上
の
ス
ペ
ー
ス

を
使
っ
て
６
点
展
示
さ
れ
て
い
る
。
当
館
で
陶
棺

の
特
別
展
を
実
施
し
た
時
の
集
成
に
よ
れ
ば
、
全

国
出
土
８
０
０
例
の
半
分
近
く
が
美
作
地
域
か
ら

の
出
土
で
あ
る
（
註
１
）
。
土
師
質
と
須
恵
質
の
亀

甲
形
と
家
形
な
ど
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
土
師

質
の
亀
甲
形
で
、
須
恵
質
の
家
形
は
数
も
少
な
く

め
ず
ら
し
い
。

考
古
資
料
こ
の
一
点
⑩
ｌ
亀
甲
形
陶
棺
と
家
形
陶
棺
Ｉ

写真１陶棺の展示風景

熊
古
墳
、
同
１
３
、
註
５
、
皿
寺
山
古
墳
、
註
６
）

を
展
示
す
る
。
展
示
し
て
い
る
亀
甲
形
陶
棺
は
い

ず
れ
も
土
師
質
で
、
全
長
は
２
ｍ
前
後
、
脚
が
６

本
３
列
や
６
本
２
列
な
ど
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の

上
に
身
と
蓋
が
あ
る
。
よ
く
見
る
と
身
と
蓋
が
ぴ
っ

た
り
合
う
た
め
、
一
体
で
作
っ
た
後
に
、
身
と
蓋

を
切
っ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
２
分
割
し
て
い
る
。

一
体
で
作
っ
て
い
る
た
め
、
最
後
に
外
か
ら
埋
め

る
穴
、
い
わ
ゆ
る
封
じ
孔
が
蓋
に
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
（
図
１
右
上
、
註
７
）
。
こ
れ
ら
陶
棺
は
、

基
本
的
な
作
り
方
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
突
帯
が
縦
横

に
め
ぐ
り
蓋
に
突
起
が
つ
く
の
が
基
本
ス
タ
イ
ル

で
、
高
さ
や
幅
な
ど
全
体
の
フ
ォ
ル
ム
に
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
が
あ
る
。

美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
の
平
成
乃
（
２

０
１
３
）
年
に
、
陶
棺
の
復
元
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
あ
る
（
註
８
）
。
筆
者
も
そ
れ
に
関
わ
り
、
近

隣
勝
田
郡
奈
義
町
か
ら
粘
土
を
約
６
ト
ン
採
取
し
、

市
内
勝
北
陶
芸
の
里
で
、
備
前
焼
作
家
さ
ん
の
陶

芸
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
に
製
作
し
て
い
た
だ
い
た
。

勝
北
地
域
の
水
原
古
墳
出
土
の
陶
棺
（
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）
を
モ
デ
ル
に
細
部
ま
で
忠
実
に
復
元

し
た
。
粘
土
に
は
砂
を
混
ぜ
、
脚
か
ら
製
作
し
蓋

と
身
を
後
か
ら
切
断
、
さ
ら
に
２
分
割
し
て
乾
燥

後
、
そ
の
場
所
に
同
じ
粘
土
で
レ
ン
ガ
を
つ
く
り

窯
を
築
い
て
焼
成
、
途
中
不
慮
の
事
故
で
陶
棺
が

壊
れ
た
が
、
な
ん
と
か
完
成
し
た
（
写
真
２
）
。
か

室壁｡歪一一・

な
り
の
労
力
、
製
作
技
術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
古
墳
に
運
ぶ
と
な
る
と
、

か
な
り
の
重
量
（
約
５
０
０
蛇
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
労
力
な
ど
が
必
要
と
な
る
。
粘
土
は
最
終

的
に
陶
棺
や
窯
作
り
に
す
べ
て
使
用
し
た
。
実
際

に
復
元
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
作
っ
た
作
家
の

方
が
、
も
う
二
度
と
作
り
た
く
な
い
と
言
っ
て
い

た
ほ
ど
、
重
労
働
で
あ
る
。

一

一
一

●

●
●
Ｏ
Ｇ
ｑ

幸
司
舌

旬
夕

障

小

雨
国

郷
利
幸



図１亀甲形陶棺の名称（註１より引用）と亀甲形陶棺（Ｓ＝４０：１、註２ｂより引用）
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図２家形陶棺など実測図（１．２．５～７…Ｓ＝４０：１，３．４…Ｓ＝６：１、註９．１１～１３より引用）
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写真３伝国分寺陶棺

津博２０２４．５Ｎｏ．１２０ 資料紹介

１
６
、
註
田
）

家
形
陶
棺
に
つ
い
て

類
例
の
少
な
い
家
形
陶
棺
に
つ
い
て
、
若
干
ま

と
め
て
み
た
い
。
家
形
陶
棺
の
分
布
を
見
る
と
、

身
と
蓋
は
別
造
り
の
よ
う
で
、
身
と
蓋
は
さ
ら
に

２
分
割
し
て
い
る
。
身
の
外
面
に
は
、
制
作
時
に

付
い
た
格
子
目
タ
タ
キ
が
見
ら
れ
、
ハ
ケ
で
窓
枠

ら
し
き
も
の
が
側
面
と
小
口
面
に
描
か
れ
て
い
る
。

内
面
に
は
タ
タ
キ
の
当
て
具
痕
と
格
子
目
タ
タ
キ

の
跡
が
あ
る
。
蓋
の
屋
根
は
寄
棟
の
四
柱
式
で
、

外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
の
後
に
ヨ
コ
ハ
ケ
を
軒
先
部
分

に
施
し
て
い
る
。
出
土
場
所
は
明
瞭
で
な
い
が
、

完
形
に
近
い
の
で
、
お
そ
ら
く
周
辺
に
あ
っ
た
横

穴
式
石
室
墳
の
出
土
で
、
国
分
寺
に
運
ば
れ
て
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
註
皿
）
。

部
の
備
前
．

〆
Ｏ
Ⅲ

４
‐
Ｃ

備
中
長

唇雰＝＝丙かF一一

、

高
さ
、
CII

を
卿

、

Ｉ

る
。
８
本
３
列
の
脚
が
あ
り
、
岡
山
県
内
で
は
、
須
恵
質
は
南

ー

一一

地
域
に
多
い
。
津
山
で
は
、
数
例
の
出
土
が
知
ら

れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

釜
田
２
号
墳
（
図
２
１
２
、
註
Ⅱ
）
。

市
内
戸
脇
に
所
在
す
る
直
径
６
ｍ
程
の
円
墳
で
、

残
存
長
２
．
７
ｍ
程
の
無
袖
の
横
穴
式
石
室
内
か

ら
の
出
土
で
あ
る
。
陶
棺
は
土
師
質
で
、
全
長
１

９
４
叫
高
さ
引
叫
幅
師
叩
を
測
り
、
身
と
蓋

は
一
体
に
造
ら
れ
、
さ
ら
に
２
分
割
さ
れ
る
。
８

本
３
列
の
脚
が
あ
り
、
身
の
外
面
に
は
、
格
子
目

タ
タ
キ
の
後
へ
ラ
削
り
、
内
面
は
ナ
デ
調
整
で
あ

る
。
蓋
の
屋
根
は
切
妻
で
外
面
は
タ
タ
キ
後
に
横

方
向
の
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
陶
棺
の
周
囲
に
は
、

須
恵
器
や
土
師
器
に
よ
る
骨
蔵
器
４
点
（
図
２
１

３
．
４
）
が
追
葬
さ
れ
る
。

明
見
略
１
号
墳
（
図
２
１
５
、
註
ｕ
）

市
内
横
山
に
所
在
し
た
円
墳
で
、
全
長
７
．
２
ｍ
、

幅
１
．
３
ｍ
の
無
袖
の
横
穴
式
石
室
の
奥
に
土
師

質
亀
甲
形
陶
棺
、
手
前
に
土
師
質
家
形
陶
棺
が
出

土
し
た
。
家
形
陶
棺
は
、
全
長
１
５
８
叫
幅
品
叫

脚
は
６
本
２
列
で
あ
る
。
身
の
外
面
は
、
格
子
目

タ
タ
キ
の
後
タ
テ
ハ
ケ
が
、
内
面
に
は
同
様
に
格

子
目
タ
タ
キ
の
後
に
同
心
円
文
が
僅
か
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
事
か
ら
外
面
の
格
子
目
タ
タ
キ
が
内
面

よ
り
後
と
思
わ
れ
る
。
蓋
の
屋
根
は
切
妻
で
小
口

部
分
の
み
残
存
し
、
小
口
に
は
円
孔
が
あ
る
。
屋

根
の
外
面
は
格
子
目
タ
タ
キ
の
後
に
タ
テ
ハ
ケ
、

内
面
は
同
心
円
文
の
み
見
ら
れ
る
。
身
蓋
と
も
外

面
は
赤
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
。

津
山
市
河
辺
出
土
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
２

回
③

｢戸］

３
本
２
列
の
脚
が
付
き
、
身
の
上
下
に
突
帯
が
め

ぐ
り
、
そ
の
内
部
に
格
子
目
タ
タ
キ
が
見
ら
れ
る
。

蓋
の
屋
根
は
切
り
妻
で
小
口
側
に
円
孔
が
あ
る
。

最
後
に
陶
棺
の
最
終
形
態
と
思
わ
れ
る
例
を
紹

介
し
た
い
。

下
谷
墳
墓
（
図
２
１
７
、
註
叫
）

市
内
加
茂
町
公
郷
の
出
土
で
、
分
布
調
査
の
際

に
崖
に
露
出
し
て
い
て
、
急
避
採
集
さ
れ
た
。
４

枚
の
板
石
に
よ
る
一
辺
印
叩
程
の
石
室
内
か
ら
、

須
恵
器
の
平
瓶
、
壷
、
骨
片
な
ど
と
一
緒
に
出
土

し
た
。
須
恵
質
で
３
本
２
列
の
脚
が
あ
り
、
身
は

長
さ
別
叫
幅
加
叫
高
さ
叫
皿
で
、
そ
の
上
に

長
さ
師
叫
幅
釦
叩
程
の
蓋
が
付
く
。
蓋
・
身
と

も
突
帯
に
よ
り
区
画
さ
れ
、
蓋
は
や
や
丸
み
が
あ

り
、
陶
棺
と
言
う
よ
り
は
、
人
骨
も
あ
り
骨
蔵
器

そ
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
陶
棺
は
横
穴
式
石
室
に
複
数
入
る

場
合
が
あ
り
、
明
見
略
１
号
墳
の
場
合
は
、
最
初

が
亀
甲
形
、
後
が
家
形
で
あ
る
。
ま
た
、
釜
田
２

号
墳
は
家
形
が
１
基
の
み
の
大
き
さ
で
、
骨
蔵
器

４
点
が
後
か
ら
追
葬
さ
れ
て
い
る
。
伝
国
分
寺
陶

棺
は
、
釜
田
２
号
墳
と
比
べ
る
と
、
や
や
小
型
化

し
て
お
り
、
さ
ら
に
津
山
市
河
辺
出
土
や
下
谷
墳

墓
は
、
さ
ら
に
小
形
化
し
、
そ
れ
自
体
が
骨
蔵
器

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
小
形
化
は
、
時
代

的
に
は
新
し
い
傾
向
で
、
骨
蔵
器
が
古
墳
に
追
葬

さ
れ
る
例
は
、
新
た
に
古
墳
は
造
ら
な
い
ま
で
も
、

一
族
の
墳
墓
と
し
て
の
認
識
が
色
濃
く
残
っ
て
い

た
証
拠
で
も
あ
る
。

さ
細
叩
、

、

須
恵
質
の
小

さ
⑱

５
ｃｍ

、

形
で



時
代
に
採
掘
さ
れ
た
、
国
盛
鉱
山
（
註
肥
）
が
存

在
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
分
寺
地
区
は
三
彩
壷
の

出
土
地
の
候
補
の
一
つ
に
は
な
る
。

ま
た
、
国
分
寺
周
辺
の
古
墳
か
ら
円
面
硯
の
出

土
も
知
ら
れ
る
（
国
分
寺
古
墳
、
図
３
１
２
、
註
Ⅳ
）
。

硯
は
明
治
調
年
、
須
恵
器
と
と
も
に
東
京
帝
大
に

寄
贈
さ
れ
、
Ｌ
字
の
透
か
し
が
あ
る
特
異
な
も
の

で
、
さ
ら
に
古
墳
か
ら
の
出
土
と
す
れ
ば
と
て
も

め
ず
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
伝
国
分
寺
陶
棺
の

出
土
地
周
辺
は
、
後
に
美
作
国
分
寺
が
建
立
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
当
時
は
重
要
な
場
所
と
さ
れ

た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に
奈
良
三
彩

の
壷
や
硯
を
も
ち
え
た
人
物
が
い
た
と
し
て
も
お

か
し
く
は
な
い
。
伝
国
分
寺
陶
棺
に
そ
れ
ら
が
伴

う
、
若
し
く
は
関
連
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら

に
話
は
面
白
く
な
る
。
た
だ
こ
れ
ら
遺
物
な
ど
の

出
土
場
所
が
不
明
な
の
で
、
今
後
の
さ
ら
な
る
調

査
が
望
ま
れ
る
。

註（
１
）
津
山
郷
士
博
物
館
２
０
１
３
『
土
の
棺
に
眠

る
Ｉ
美
作
の
陶
棺
』

（
２
）
ａ
近
藤
義
郎
編
１
９
５
２
「
佐
良
山
古
墳
群

の
研
究
第
１
冊
』
津
山
市

ｂ
杉
山
尚
人
１
９
８
７
「
陶
棺
の
研
究
」
『
考
古
学

研
究
第
兜
巻
第
４
号
』
考
古
学
研
究
会

（
３
）
本
館
蔵

（
４
）
今
井
尭
１
９
７
２
「
原
始
社
会
か
ら
古
代
国

家
の
成
立
へ
」
『
津
山
市
史
第
１
巻
原
始
・
古
代
』

津
山
市
、
註
２
ｂ

（
５
）
本
館
蔵
、
註
２
ｂ

（
６
）
本
館
蔵

津博2024.5No.1２０資料紹介

７

お
わ
り
に

伝
国
分
寺
陶
棺
は
、
陶
棺
の
大
き
さ
や
残
り
具

合
か
ら
し
て
、
少
な
く
と
も
横
穴
式
石
室
に
入
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
場
所
や
共
伴
遺
物
の

詳
細
が
不
明
で
あ
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

最
後
に
古
墳
や
陶
棺
に
関
連
し
た
美
作
地
方
の

古
代
の
遺
物
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
み
た
い
。

明
治
訂
年
に
津
山
近
郊
で
出
土
し
た
と
さ
れ
る
、

奈
良
三
彩
の
蓋
付
き
壷
（
重
要
文
化
財
、
倉
敷
考

古
館
蔵
、
図
３
１
１
、
註
賜
）
が
あ
る
。
こ
れ
は

陶
棺
な
ど
と
一
緒
に
鉱
山
の
試
掘
の
際
に
出
士
し

た
と
さ
れ
る
。
国
分
寺
地
区
は
当
時
河
辺
村
で
津

山
（
町
）
近
郊
に
位
置
し
、
近
く
の
山
に
は
明
治

図３奈良三彩の蓋付き壷と硯

(S＝１：５、註１５．１７から引用）

（
７
）
村
上
幸
雄
・
橋
本
惣
司
１
９
７
９
「
亀
甲
形

陶
棺
の
製
作
工
程
に
つ
い
て
」
『
考
古
学
研
究
第
茄

巻
第
２
号
』
考
古
学
研
究
会

（
８
）
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
２
０
１
４
『
記
録
で
伝
え
る
美
作
国
』

（
９
）
当
館
へ
の
寄
託
資
料
で
あ
る
。

豊
島
雪
絵
２
０
２
０
「
国
分
寺
出
土
陶
棺
」
『
新
修

津
山
市
史
資
料
編
考
古
』

（
皿
）
国
分
寺
地
区
に
隣
接
し
た
上
瓜
生
原
の
三
太

林
か
ら
出
土
と
言
い
伝
え
が
あ
る
。
三
太
林
に
は
、

現
在
も
古
墳
が
あ
る
。
赤
坂
健
太
郎
氏
に
ご
教
示

を
え
た
。

（
Ⅱ
）
村
上
幸
雄
１
９
８
０
『
稼
山
遺
跡
群
Ⅱ
』
久

米
開
発
事
業
に
伴
う
文
化
財
調
査
委
員
会

（
ｕ
）
湊
哲
夫
２
０
２
０
「
明
見
略
古
墳
群
」
「
新
修

津
山
市
史
資
料
編
考
古
』

（
Ｂ
）
間
壁
忠
彦
・
間
壁
霞
子
１
９
８
１
「
岡
山
県

下
の
奈
良
・
平
安
期
墳
墓
集
成
」
『
倉
敷
考
古
館
研

究
集
報
第
肥
号
』
倉
敷
考
古
館

（
脚
）
加
茂
町
史
編
纂
委
員
会
１
９
７
５
『
加
茂
町

史
本
編
』
、
註
ｕ

（
巧
）
間
壁
忠
彦
１
９
８
８
「
美
作
津
山
近
郊
出
土

と
伝
え
る
奈
良
三
彩
蓋
付
壷
」
『
倉
敷
考
古
館
研
究

集
報
第
加
号
』
倉
敷
考
古
館

（
肥
）
明
治
脂
年
に
発
見
さ
れ
、
同
お
年
頃
が
最
盛

期
で
、
銅
、
硫
化
鉄
を
同
如
年
頃
ま
で
採
掘
し
て

い
た
。

勝
田
郡
役
所
１
９
１
２
『
勝
田
郡
誌
』

（
Ⅳ
）
内
藤
政
恒
１
９
４
４
『
本
邦
古
硯
考
』
養
徳

社
（
内
藤
政
恒
２
０
１
３
宮
と
典
百
科
叢
書
第

謁
巻
』
大
空
社
で
再
刊
）

】【西副詞
●
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令和
※変更する可能性がありますｂ

詳細は決定次第ホームページなどに掲載いたしますｂ

◆特別展。企画展など

。企画展示「江戸一目図解風実物展示一意斎ワールド２０２４－」

会期：３月３０日（土）～５月６日（月）

・企画展「博物館探検（仮）」

会期：７月１３日（土）～９月２９日（日）

・特別展「考古資料は語る一美作津山の古墳文化一」

会期：１０月１２日（土）～１２月１５日（日）

この他にもさまざまな企画展を開催する予定です。

◆出版

・特別展図録「考古資料は語る一美作津山の古墳文化一」の刊行

・津山松平藩町奉行日記３１の刊行

・令和５年度年報の刊行

◆広報活動

博物館だより「津博」

No.１２０：５月No.１２１：８月No.１２２：１１月No.１２３：２月

●教育普及活動

・古文書講座全9回

・歴史講座全９回

・夏休み体験教室

・文化財めぐり全３回

※人事異動（令和６年４月１日付け）

新任学芸員綱淫広責

、_－‐
ダ

Ｌ

龍 博物館だより｢つはく」
No.１２０令和６年５月３１日 繍摺

［編集･発行］津山郷土博物館

〒708-0022岡山県津山市山下９２
Ｔｅl(0868)22-4567

Ｆａｘ(0868)23-9874

E-mailtsu-haku@tvt・ne､ｊｐ騨駒回
溌識｜

［印刷］二葉 ｜ロi:舵甑

、 〆

』 廷

入館のご案内

[開館時間］午前9:ＯＯ～午後５:ＯＯ
[休館日］毎週月曜日・祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日）・その他
[入館料］一般…３００円

（30人以上の団体の場合240円）
高校･大学生…200円

（30人以上の団体の場合１６０円）
６５歳以上…２００円
（30人以上の団体の場合１６０円）

中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

鎧は､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていますｂ

、

ノ
、
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